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(54)【発明の名称】 反射型液晶表示素子

(57)【要約】
【課題】  コントラストおよび色補償に優れた反射型の
液晶表示素子を提供する。
【解決手段】  前面側基板２の外側表面に位相差板１２
および偏光板１３をこの順で備えた反射型の液晶表示素
子において、位相差板１２の位相差値は６５～７５ｎｍ
であり、前面側基板２の配向膜７のラビング方向を基準
として、液晶表示素子の前面側から見て時計回りに、偏
光板１３の吸収軸とのなす角度をα、位相差板１２の遅
相軸とのなす角度をβ、背面側基板３の配向膜８のラビ
ング方向とのなす角度をγとしたとき、α、βおよびγ
は、１０°≦α≦２０°、１１５°≦β≦１３５°およ
び８０°≦γ≦９０°を満たすことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内側表面に電極および配向膜が設けられ
ている前面側基板および背面側基板を有し、前記前面側
基板と前記背面側基板との間にネマティック液晶を封入
し、前記前面側基板の外側表面に位相差板および偏光板
をこの順で備えたネガ型の液晶表示素子において、
前記背面側基板は前面側から入射した光を反射する反射
層を有し、
前記位相差板の位相差値は６５～７５ｎｍであり、
前記前面側基板の配向膜のラビング方向を基準として、
液晶表示素子の前面側から見て時計回りに、前記偏光板
の吸収軸とのなす角度をα、前記位相差板の遅相軸との
なす角度をβ、前記背面側基板の配向膜のラビング方向
とのなす角度をγとしたとき、α、βおよびγは、１０
°≦α≦２０°、１１５°≦β≦１３５°および８０°
≦γ≦９０°を満たすことを特徴とする反射型液晶表示
素子。
【請求項２】  請求項１において、前記ネマティック液
晶における位相差値が２３４～２７３ｎｍであることを
特徴とする反射型液晶表示素子。
【請求項３】  請求項２において、前記前面側基板と前
記背面側基板のセルギャップは３．０～３．５μｍであ
ることを特徴とする反射型液晶表示素子。
【請求項４】  請求項１ないし請求項３のいずれか１項
において、前記反射層は、前記背面側基板の内側表面に
設けられている前記電極を兼用していることを特徴とす
る反射型液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ネマティック液晶
を利用した反射型の液晶表示素子に係り、特に、位相差
板を利用して色補償、視野角拡大等を実施する反射型液
晶表示素子に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、ネマティック液晶を利用した液晶
表示素子は、パソコンのディスプレイやテレビ等の大型
パネル向けの利用が盛んであったが、近年小型の電子機
器、例えば携帯電話、携帯情報端末、車載用テレビ、カ
ーナビゲーション等の市場拡大に伴って、中小型パネル
の需要が増えている。これらの小型の電子機器は、屋外
で使用されることが多く、バッテリーで駆動させる必要
があるため、なるべく消費電力を少なくすることが求め
られていた。そのため、液晶表示素子についても、高精
細であることと同時に、消費電力を少なくする技術の開
発が進められている。液晶表示素子の低消費電力化に
は、バックライトによる電力の消費を減らすため、液晶
表示素子の前面側から入射した光を反射させて使用する
反射型の採光方式が有効である。なお、本明細書におい
て、液晶表示素子の観察者に近い方を前面側とし、遠い
方を背面側とする。

2
【０００３】図６は、従来の反射型の液晶表示素子１０
１の断面構造の概略図である。液晶表示素子１０１は、
前面側基板１０２の内側表面に電極１０５および配向膜
１０７を有し、背面側基板１０３の内側表面に反射層１
０４、電極１０６および配向膜１０８を有している。そ
して、前面側基板１０２と背面側基板１０３は、互いの
電極１０５、１０６が向き合うように対向させ、その間
に間隔（セルギャップ）を一定の距離に保つためスペー
サ１０９を散布した状態で両基板１０２、１０３の周囲
をシール材１１０により囲繞している。更に、両基板１
０２、１０３およびシール材１１０によってできた空間
にネマティック液晶材料１１１を封入している。加え
て、前面側基板１０２の外側表面に、１／４波長位相差
板１１２ａ、１／２波長位相差板１１２ｂおよび偏光板
１１３をこの順で備えている。
【０００４】このように、反射層１０４を背面側基板１
０３の内側表面に設け、前面側基板１０２の外側表面に
１枚だけ偏光板１１３を使用するＳＰＤ（Ｓｉｎｇｌｅ
  Ｐｏｌａｒｉｚｅｒ  Ｄｉｓｐｌａｙ）モードを採用
することにより、背面側基板１０３による視差を無くす
ことができる。
【０００５】位相差板は、光の偏光状態（光の偏光面の
偏りの形）を変える機能を有しているが、液晶表示素子
においては、円偏光を直線偏光に、直線偏光を円偏光に
変換することが出来るため、色補償、視野角拡大等の光
学補償用に用いられている。この場合、波長４００～７
７０ｎｍの可視光領域において直線偏光を円偏光に、円
偏光を直線偏光に変換することが望ましいとされてい
た。
【０００６】１／４波長位相差板を使用すれば、その波
長においては直線偏光と円偏光の変換が可能である。と
ころが、従来の位相差板では、可視光領域の波長全体に
渡って変換することができなかったため、図６において
示すように、１／４波長位相差板１１２ａおよび１／２
波長位相差板１１２ｂの２枚の位相差板を、互いの遅相
軸が適当な角度で交差するように貼り合わせた構成が使
用されていた。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
液晶表示素子１０１は、１／４波長位相差板１１２ａお
よび１／２波長位相差板１１２ｂを使用しているが、コ
ントラストや色の補償が十分でないことが判明した。特
に、黒色の表示においては、青みがかった黒色となって
しまい、より高画質な表示をするため、他の色が混入し
ていないより純粋な黒色（無彩色の黒）の表示が求めら
れている。また、位相差板を２枚使用するため、部品点
数が増加し、工程数の増加および原価の増加につながっ
ていた。
【０００８】本発明は、上記した問題を解決し、コント
ラストや色補償に優れた反射型の液晶表示素子を提供す
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ることを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】前述した目的を達成する
ため本発明の反射型液晶表示素子は、内側表面に電極お
よび配向膜が設けられている前面側基板および背面側基
板を有し、前記前面側基板と前記背面側基板との間にネ
マティック液晶を封入し、前記前面側基板の外側表面に
位相差板および偏光板をこの順で備えたネガ型の液晶表
示素子において、前記背面側基板は前面側から入射した
光を反射する反射層を有し、前記位相差板の位相差値は
６５～７５ｎｍであり、前記前面側基板の配向膜のラビ
ング方向を基準として、液晶表示素子の前面側から見て
時計回りに、前記偏光板の吸収軸とのなす角度をα、前
記位相差板の遅相軸とのなす角度をβ、前記背面側基板
の配向膜のラビング方向とのなす角度をγとしたとき、
α、βおよびγは、１０°≦α≦２０°、１１５°≦β
≦１３５°および８０°≦γ≦９０°を満たすことを特
徴とする。
【００１０】このような構成を採用したことにより、本
発明の液晶表示素子は、より無彩色な黒を表示すること
ができ、更にコントラストも高めることができたため、
高画質な表示をすることができた。しかも、１枚の位相
差板によって液晶表示素子を構成することができるた
め、部品点数を減らすことができ、工程数および原価を
削減することができた。
【００１１】特に、本発明の液晶表示素子において、ネ
マティック液晶における位相差値が２３４～２７３ｎｍ
であることが好ましく、前面側基板と背面側基板のセル
ギャップは３．０～３．５μｍであることがより好まし
い。
【００１２】また、反射層は、背面側基板の内側表面に
設けられている電極を兼用していることが好ましい。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を用いて説明する。
【００１４】図１は、本発明を実施したネガ型の反射型
液晶表示素子１の断面構造の概略図である。液晶表示素
子１の前面側基板２はその内側表面に電極５および配向
膜７を有し、液晶表示素子１の背面側基板３はその内側
表面に反射層４、電極６および配向膜８を有している。
そして、前面側基板２と背面側基板３は、互いの電極
５、６が向き合うように対向させ、その間にセルギャッ
プを一定の距離に保つためのスペーサ９を散布した状態
で両基板２、３の周囲をシール材１０により囲繞してい
る。更に、両基板２、３およびシール材１０によってで
きた空間にネマティック液晶材料１１を封入している。
加えて、前面側基板２の外側表面に位相差板１２および
偏光板１３をこの順で備えている。
【００１５】液晶表示素子１において、ネマティック液
晶材料１１によって生じる位相差値は、２３４～２７３
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ｎｍであることが好ましい。また、前面側基板２および
背面側基板３のセルギャップは、３．０～３．５μｍの
範囲とすることが好ましく、より好ましくは３．１５～
３．３５μｍの範囲である。液晶材料の位相差値は、Δ
ｎ・ｄ（複屈折Δｎ×セルギャップｄ）で求められる
が、現状使用されている液晶材料系においては複屈折
（Δｎ）を変えることによって他の物性も変化するの
で、液晶材料の複屈折（Δｎ）を調節するよりも、セル
ギャップを調節して制御するほうが好ましい。
【００１６】図１の液晶表示素子１において、反射層４
よりも前面側に位置する構成物は、少なくとも可視光領
域での透光性が必要である。そのため、前面側基板２に
は、通常、透明なガラス基板または合成樹脂基板が使用
され、電極５、６には、ＩＴＯ等の透光性導電膜が使用
される。なお、反射層４よりも前面側にカラーフィルタ
を配設することにより、カラー表示とすることが可能で
ある。
【００１７】反射層４は、前面側から入射した光を反射
させる機能を有する材料が使用され、例えばアルミニウ
ム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）等の金属材料が使用できる。導
電性の材料で反射層４を形成する場合、背面側基板の電
極６を兼用させることは、構成部品、工程数およびコス
トを減らすことができ有効である。反射層４は、入射光
を効率よく散乱させるために、その表面に微少な凹凸を
形成してもよい。また、反射層４を覆って表面が平坦な
平坦化層を形成してもよい。
【００１８】配向膜７、８は、ラビング処理が施されて
おり、基板近傍のネマティック液晶材料１１は、配向膜
７および８のラビング方向に沿って配向している。この
ため、ネマティック液晶材料１１のツイスト角は、配向
膜７のラビング方向と配向膜８のラビング方向によって
決定される。
【００１９】位相差板１２は、その位相差値を６５～７
５ｎｍの範囲、より好ましくは６８～７２ｎｍの範囲と
する。位相差値は、室温でセナルモン法によって測定し
た。位相差板１２としては、ポリエーテルスルホン系、
ポリカーボネート系、ポリメチルメタアクリレート系、
ポリビニルアルコール系、ノルボルネン系、ポリプロピ
レン系等の透明な高分子材料を利用することができる。
特に、ポリカーボネート系またはノルボルネン系（例え
ばＪＳＲ社製のアートン材等）の高分子材料を利用した
位相差板は、温度や波長によって位相差値がほとんど変
化しないため好ましい。
【００２０】位相差板は、通常、高分子材料を機械で延
伸することで得られ、その位相差板の遅相軸は延伸した
方向と一致する。位相差板１２は、その遅相軸と前面側
基板２の配向膜７のラビング方向との角度が後述する条
件を満たすように、前面側基板２の外側に配設されてい
る。
【００２１】偏光板１３は、その吸収軸と前面側基板２
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の配向膜７のラビング方向との角度が後述する条件を満
たすように、位相差板１２の上、即ち液晶表示素子にお
ける前面側に配設されている。
【００２２】次に、配向膜７、８のラビング方向、位相
差板１２の遅相軸および偏光板１３の吸収軸の配置関係
を図２を用いて説明する。図２は、液晶表示素子１を前
面側から見て、前面側基板２の配向膜７のラビング方向
１４を基準としたときの、偏光板１３の吸収軸１５、位
相差板１２の遅相軸１６および背面側基板３の配向膜８
のラビング方向１７の配置関係を表わす図である。
【００２３】図２に示すとおり、本明細書では、前面側
基板２の配向膜７のラビング方向１４を基準（０°）と
しており、前面側基板２の配向膜７のラビング方向１４
と偏光板１３の吸収軸１５との間の時計回りの角度をα
と、ラビング方向１４と位相差板１２の遅相軸１６との
間の時計回りの角度をβと、ラビング方向１４と背面側
基板３の配向膜８のラビング方向１７との間の時計回り
の角度をγとしている。
【００２４】角度αは、配向膜７のラビング方向１４と
偏光板１３の吸収軸１５の交差角であり、１０°≦α≦
２０°の範囲が好ましく、最も好ましくは１３°≦α≦
１７°である。角度βは、配向膜７のラビング方向１４
と位相差板１２の遅相軸１６の交差角であり、１１５°
≦β≦１３５°の範囲が好ましく、最も好ましくは１２
３°≦β≦１２７°である。角度γは、配向膜７のラビ
ング方向１４と配向膜８のラビング方向１７の交差角で
あり、８０°≦γ≦９０°の範囲が好ましく、最も好ま
しくは８４°≦γ≦８６°である。
【００２５】このような条件とすることにより、本発明
の液晶表示素子１は、より無彩色な黒を表示することが
でき、更にコントラストも高めることができたため、高
画質な表示をすることができた。しかも、１枚の位相差
板１２によって液晶表示素子を構成することができるた
め、部品点数を減らすことができ、工程数および原価を
削減することができた。
【００２６】次に、図３を用いて、本発明を実施したカ
ラー液晶表示素子３１を説明する。図３は、液晶表示素
子３１の断面構造の概略図であり、図１の液晶表示素子
１の背面側基板３の反射層４と電極６の間に、カラーフ
ィルタ３２および平坦化層３３を加えた構成である。図
３において、図１と同じ構成部品には同一の符号を付け
ている。
【００２７】図３の背面側基板３は、その内側表面に反
射層４、カラーフィルタ３２、平坦化層３３、電極６お
よび配向膜８をこの順に有している。図３におけるカラ
ーフィルタ３２および平坦化層３３以外の構成について
は、図１において説明したとおりである。
【００２８】カラーフィルタ３２は、画素の各ドットに
対応して、ＲＧＢ（Ｒｅｄ、Ｇｒｅｅｎ、Ｂｌｕｅ）の
３原色のフィルタが設けられて構成されており、ドット
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毎に各原色の透過率を制御することによってカラー表示
を可能とする。カラーフィルタ３２としては、通常の透
過型ＬＣＤ用カラーフィルタより吸光度の低いものを用
いることが好ましい。吸光度の低いフィルタを用いるの
は、反射型の液晶表示素子においては、光は入射時と反
射時とで２回カラーフィルタを通過するため、１回では
所定の色にならなくても２回通過することで所定の色と
なり高い色再現性が得られるからである。反射型の液晶
表示素子に対して、透過型の液晶表示素子に使用されて
いるカラーフィルタを用いると、２回のカラーフィルタ
の通過によって光損失が大きくなり暗くなってしまうの
である。
【００２９】カラーフィルタ３２の位置は、図３では反
射層４に近接して設けたが、反射層４よりも前面側であ
ればどこに配置してもよく、例えば、前面側基板２と透
明電極５の間に設けてもよい。
【００３０】図３に示す液晶表示素子３１も、セルギャ
ップ、位相差板１２の位相差値、角度α、角度βおよび
角度γの各条件を図１と同様に設定することで、より無
彩色な黒を表示することができ、更にコントラストも高
めることができたため、高画質な表示をすることができ
る。しかも、１枚の位相差板１２によって液晶表示素子
を構成することができるため、部品点数を減らすことが
でき、工程数および原価を削減することができる。
【００３１】更に、図４を用いて、本発明を実施したア
クティブマトリクス型で、反射層が電極を兼用した液晶
表示素子４１を説明する。図４は、液晶表示素子４１の
断面構造の概略図であり、アクティブマトリクス駆動を
するため、図１の液晶表示素子の背面側基板３に能動素
子としてＴＦＴ（Ｔｈｉｎ  Ｆｉｌｍ  Ｔｒａｎｓｉｓ
ｔｏｒ：薄膜トランジスタ）４２を設けた構成である。
加えて、図４においては、ＴＦＴと接続した画素電極を
兼用する反射層４３と絶縁層４４が示されている。図４
において、図１と同じ構成部品には同一の符号を付けて
いる。
【００３２】図４の背面側基板３は、その内側表面にＴ
ＦＴ４２、画素電極４３、絶縁層４４および配向膜８を
有している。図４におけるＴＦＴ４２、画素電極４３お
よび絶縁層４４以外の構成については、図１において説
明したとおりである。
【００３３】ＴＦＴ４２は、アクティブマトリクス駆動
をするために、画素毎に設けられており、画素毎に異な
る電圧を印加できるように機能する能動素子である。現
在は、アモルファスシリコンや多結晶シリコンを利用し
たＴＦＴが広く利用されている。本発明におけるＴＦＴ
の構造は、図４に示す逆スタガー型に限定されるもので
はなく、従来から利用されている構造を使用することが
できる。また、能動素子としてＴＦＤ（Ｔｈｉｎ  Ｆｉ
ｌｍ  Ｄｉｏｄｅ：薄膜ダイオード）を利用してもよ
い。
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7
【００３４】反射層４３は、ＴＦＴ４２のドレインと接
続しており、各画素の画素電極を兼用している。反射層
４３としては、図１の反射層と同様、金属材料を使用す
ることが好ましく、特に導電率および反射率の両方が高
いアルミニウムを使用することが好ましい。
【００３５】絶縁層４４は、複数の絶縁膜の積層によっ
て構成されており、ＴＦＴ４２の各構成部分間、ＴＦＴ
４２と反射層４３の間およびＴＦＴ同士の間を絶縁する
機能を持っている。また、図示するように、絶縁層４４
の表面を平坦にして、配向膜８を平坦な表面の上に形成
することは、ネマティック液晶材料１１を規則的に配向
させることができるため好ましい。絶縁層４４として、
酸化珪素、窒化珪素、酸化窒化珪素等の無機絶縁物また
はアクリル系、エポキシ系、イミド系等の有機絶縁物を
使用することができる。特に平坦化のためには、有機絶
縁物を使用してスピンコートすることが好ましい。
【００３６】また、図４に示す液晶表示素子４１をカラ
ー表示にするために、絶縁層４４と配向膜８との間また
は前面側基板２と電極５との間にカラーフィルタを設け
てもよい。
【００３７】図４に示す液晶表示素子４１も、セルギャ
ップ、位相差板１２の位相差値、角度α、角度βおよび
角度γの各条件を図１と同様に設定することで、より無
彩色な黒を表示することができ、更にコントラストも高
めることができたため、高画質な表示をすることができ
た。しかも、１枚の位相差板１２によって液晶表示素子
を構成することができるため、部品点数を減らすことが
でき、工程数および原価を削減することができた。
【００３８】なお、本発明は、前述した実施の形態に限
定されるものではなく、必要に応じて種々の変更が可能
である。
【００３９】
【実施例】次に、本発明を実施したネガ型の反射型液晶
表示素子を製造し、従来の液晶表示素子の光学特性と比
較し評価する。
【００４０】本実施例では、図１に示す液晶表示素子１
を製造する。まず、前面側基板２としてフロート法で製
造された透明なガラス基板を使用し、その一表面（後に
内側表面となる面）にＩＴＯを成膜し所定の形状にパタ
ーニングして電極５を形成した。そして、電極５の上に
配向膜７を形成し、配向膜７にラビング処理を施した。
【００４１】次に、背面側基板３としてフロート法で製
造された透明なガラス基板を使用し、その一表面（後に
内側表面となる面）にアルミニウムよりなる反射層４を
形成し、反射層４の上にアクリル系樹脂をスピンコート
して図示しない平坦化層を形成した。そして、平坦化層
の上に、ＩＴＯを成膜し所定の形状にパターニングして
電極６を形成した。電極６の上に配向膜８を形成し、配
向膜８にラビング処理を施した。
【００４２】セルギャップが３．２５μｍとなるように

8
スペーサ９を散布して、配向膜７のラビング方向と配向
膜８のラビング方向との交差角γが８５°になるように
前面側基板２および背面側基板３の内側表面を対向させ
て周囲をシール材１０により囲繞した。そして、２枚の
基板とシール材によって構成される空間にネマティック
液晶材料１１を注入し、注入孔を封止することでネマテ
ィック液晶材料１１を封入する。ここで、ネマティック
液晶材料１１のツイスト角は約９５°であり、プレチル
ト角は約１°であった。
【００４３】そして、前面側基板２の外側表面に、位相
差値が７０ｎｍのＪＳＲ社製のアートン材からなる位相
差板１２を、前面側基板２の配向膜７のラビング方向と
位相差板１２の遅相軸との交差角βが１２５°になるよ
うに、更に、位相差板１２の上に、偏光板１３を、前面
側基板２の配向膜７のラビング方向と偏光板１３の吸収
軸との交差角αが１５°になるように配設して反射型の
液晶表示素子１を完成させた。
【００４４】［比較例１］  比較例の一つとして、図６
に示す構造で、かつ以下に示す設計条件を有する液晶表
示素子１０１を用意した。液晶表示素子１０１のセルギ
ャップは３．５μｍであり、プレチルト角は約１°であ
り、１／４波長位相差板１１２ａの位相差値は１４０ｎ
ｍであり、１／２波長位相差板１１２ｂの位相差値は２
７０ｎｍである。
【００４５】そして、液晶表示素子１０１を前面側から
見たときに、配向膜１０７のラビング方向を基準とし
て、配向膜１０８のラビング方向との間の時計回りの角
度は１０９°であり、１／４波長位相差板１１２ａの遅
相軸との間の時計回りの角度は３４°であり、１／２波
長位相差板１１２ｂの遅相軸との間の時計回りの角度は
１１４°であり、偏光板１１３の吸収軸との間の時計回
りの角度は１４°である。
【００４６】［比較例２］  比較例の他の一つとして、
図６に示す構造で、かつ以下に示す設計条件を有する液
晶表示素子１０１を用意した。液晶表示素子１０１のセ
ルギャップは３．２５μｍであり、プレチルト角は約１
°であり、１／４波長位相差板１１２ａの位相差値は１
４０ｎｍであり、１／２波長位相差板１１２ｂの位相差
値は２７０ｎｍである。
【００４７】そして、液晶表示素子１０１を前面側から
見たときに、配向膜１０７のラビング方向を基準とし
て、配向膜１０８のラビング方向との間の時計回りの角
度は１１４°であり、１／４波長位相差板１１２ａの遅
相軸との間の時計回りの角度は１２７°であり、１／２
波長位相差板１１２ｂの遅相軸との間の時計回りの角度
は２７°であり、偏光板１１３の吸収軸との間の時計回
りの角度は１０７°である。
【００４８】本発明の実施例である液晶表示素子１と比
較例１および２の液晶表示素子１０１について、黒表示
時および白表示時における色度座標、反射率およびコン
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トラストを測定した。色度座標および反射率の測定は、
液晶表示素子の垂直方向に対して１５°の角度で光が入
射するように直径１００ｍｍのリングライトを液晶表示
素子の上方１８７ｍｍの位置に調節して、ミノルタ製Ｃ
Ｓ－１０００分光光度計を使用して行った。
【００４９】図５は、色度図であり、上記の色度座標の
測定結果を示している。図５において、本発明を実施し
た液晶表示素子１（実施例）の色度座標は、白表示時
（図中○で表示）が（０．３１６，０．３３１）であ
り、黒表示時（図中●で表示）が（０．３１３，０．２
６３）であった。比較例１の液晶表示素子１０１（比較
例１）の色度座標は、白表示時（図中△で表示）が
（０．３１６，０．３２３）であり、黒表示時（図中▲
で表示）が（０．２９５，０．２２５）であった。比較
例２の液晶表示素子１０１（比較例１）の色度座標は、
白表示時（図中□で表示）が（０．３２５，０．３４
０）であり、黒表示時（図中■で表示）が（０．２８ *
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*８，０．２５０）であった。更に、図５中には、標準光
源のＣ光源（図中＊で表示）の座標（０．３１０，０．
３１６）を参考用に示している。
【００５０】図５から、白表示においては、実施例の色
度座標（○）は比較例１および２の色度座標（△、□）
と近く、両者はほとんど同じ白色が表示されているが、
黒表示においては、両者の色度座標は離れており、両者
の黒色の表示が異なっていることが分かる。黒色の表示
について、実施例の色度座標（●）は、比較例１および
２の色度座標（▲、■）に較べてＣ光源の色度座標
（＊）に近いため、より無彩色となっている。肉眼によ
る観察でも、液晶表示素子１の黒色に較べ、液晶表示素
子１０１の黒色は青みを帯びていることが確認できた。
【００５１】次に、表１に黒表示時および白表示時の反
射率およびコントラストを示す。
【００５２】
【表１】

【００５３】表１から、白表示においては実施例の反射
率は比較例１および２の反射率と近く、両者の明るさは
ほとんど同じであるが、黒表示においては実施例の反射
率は比較例１および２の反射率の約半分であり、液晶表
示素子１の黒色の方がより暗いことが分かる。その結
果、本発明を実施した液晶表示素子１は従来の液晶表示
素子１０１に較べて約２倍のコントラストを得ることが
できた。
【００５４】
【発明の効果】以上説明したとおり、本発明の液晶表示
素子は、より無彩色な黒を表示することができ、更にコ
ントラストも高めることができたため、高画質な表示を
することができた。しかも、１枚の位相差板によって液
晶表示素子を構成することができるため、部品点数を減
らすことができ、工程数および原価を削減することがで
きた。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明を利用した液晶表示素子の断面構造の
概略図
【図２】  本発明を利用した液晶表示素子の配向膜のラ
ビング方向、位相差板の遅相軸および偏光板の吸収軸の
配置関係を表わす図
【図３】  本発明を利用した液晶表示素子の断面構造の
概略図

【図４】  本発明を利用した液晶表示素子の断面構造の
概略図
【図５】  色度座標の測定結果を示す色度図
【図６】  従来の液晶表示素子の断面構造の概略図
【符号の説明】
１，３１，４１，１０１        液晶表示素子
２，１０２                    前面側基板
３，１０３                    背面側基板
４，１０４                    反射層
５，６，１０５，１０６        電極
７，８，１０７，１０８        配向膜
９，１０９                    スペーサ
１０，１１０                  シール材
１１，１１１                  液晶材料
１２                          位相差板
１３，１１３                  偏光板
１４                          前面側基板の配向膜の
ラビング方向
１５                          偏光板の吸収軸
１６                          位相差板の遅相軸
１７                          背面側基板の配向膜の
ラビング方向
３２                          カラーフィルタ
３３                          平坦化層
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４２                          ＴＦＴ
４３                          画素電極
４４                          絶縁層 *
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*１１２ａ                      １／４波長位相差板

１１２ｂ                      １／２波長位相差板

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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射型液晶显示装置中，相位差板（12）的相位差值为65〜75nm。 当从
液晶显示元件的前侧观察时，以侧基板2的取向膜7的摩擦方向为基准，
与偏振片13的吸收轴形成的角度为α，相位差板12的慢轴为顺时针方
向。 当形成的角度为β并且与后基板3的取向膜8的摩擦方向形成的角度
为γ时，α，β和γ为10°≤α≤20°，115°≤β≤135°和80。 其特征在于满足°
≤γ≤90°。
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